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令和２年度 踊場地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
　中田しらゆり地域は、古くから地域活動が活発な地域です。長後街道の沿線は平成11年の市営地下鉄開通と長後街道
の拡張工事により都心への通勤圏となり、子育て世代など若い新住民が増加しています。それにあわせて子育て支援の
需要が増加し、また新住民が町内会をはじめとした地域組織にいかにスムーズに溶け込むことが出来るかが課題となっ
ています。一方で葛野地区周辺やしらゆり地区など幹線道路から遠い地域は、高齢化が進んでいます。特にしらゆり地域
は団地を除いて泉区で一番高齢化が進んでおり、また坂が多く閉じこもりやすい地形ということもあり、介護予防や支援が
必要な高齢者の早期発見が課題です。
　中田地区で地域福祉推進委員会が、しらゆり地区でしらゆり助っ人隊（SST)が組織されるなど、地域の高齢者に対する
生活支援活動が活発になっています。2020年2月以降、新型コロナウイルスの影響で地域活動が停滞してしまっていま
す。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

現在運営してるWEBサイト「中田白百合地域情報サイト」をリニューアルしスマートフォンに対応する。

昨年事業化したしらゆり地区の食事会等への送迎支援を、ボランティア向けの講座やマニュアル整備を行いより
充実した活動とする。

ケアプラザ全職員を対象とした研修を年3回実施する。その内１回については人権研修を行う。

新型コロナウイルスの対策を行いながらできる地域支援を検討する。

現在のニードに合った障碍者支援事業を検討、開始する

　新型コロナウイルスの影響で、地区の食事会をはじめとした地域活動のほとんどが自粛となってしまい、予定していた自
主事業の多くも自粛となっています。貸館に関しても、通所介護事業を行っていることもあり、施設内で感染が広がらない
ように、消毒の徹底や利用時間の短縮など対策を取りながらの運用となっています。一方でYouTubeを活用した地域への
情報発信やオンラインを活用した学習支援事業、携帯やスマートフォンで介護予防の情報を検索する講座など、ICTを活
用した事業を実施しました。
　運営しているwebサイト「中田白百合地域情報サイト」をウェブアクセシビリティやスマートフォン閲覧に対応したものにリ
ニューアル中です。

□ 区からのコメント
（地域活動交流）
　Zoomを活用した新しい形の学習支援「デニスホップ」を行うことができました。これまで手が届いていなかった層の支援
ができているとのことで、試行錯誤を行いつつ、徐々に参加者の幅を広げていってください。
　また、緊急事態宣言発令中の時期におけるYouTubeを活用した情報発信には、特筆すべきものがありました。引き続き
ウェブを活用した情報発信に取組んでいただけることを期待します。

（地域包括支援センター）
　小学校でのサポーター養成講座の実施、ケアマネジャーのニーズに沿った連絡会の開催など、コロナ禍においても次年
度に繋がる取り組みが実施できていました。地域を担うキャラバン・メイトの協力も徐々に得られているため、地域課題を
把握しつつ、継続的な支援をお願いします。
　次年度も、職種間連携を行い、リモート研修など新しい取り組みを率先して行う中で、地域課題の解決に向けて取り組ま
れることを期待しています。

（生活支援体制整備事業）
　コロナ禍においても、ケアマネジャー向けにＩＣＴを活用した情報発信や、地域住民向けに「泉区地域づくりベースマップ」
を活用し、地域情報マップを作成するなど工夫して活動支援を行うことができました。
  次年度もＩＣＴの活用や地域情報の見える化等など地域に役立つ情報発信や活動支援を期待しています。
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